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●改良のため仕様の一部を予告なく変更することがあります。　●カタログと実際の製品の色とは、印刷の関係で多少異なる場合があります。

ISO 9001登録活動範囲：
本社（埼玉事業所、船引事業所、姫路製造部
含む）における、防じんマスク、防毒マスク、
電動ファン付き呼吸用保護具及び送気
マスクの設計・開発、製造及びサービス
提供（防じんマスク用ろ過材の水洗再生）

JMI-0196

溶接ヒュームの測定結果から「要求防護係数」を
求め、その値を上回る「指定防護係数」を有する
呼吸用保護具を選定します。
金属アーク溶接等作業を継続して行う屋内作業場以外での
溶接等作業は、性能区分RL2等以上のフィルタを取付けた
呼吸用保護具をお選びください。

令和5年4月1日から、面体を有する呼吸用保護具を使用させるとき、1年以内ごとに1回、定期的に、その呼吸用保護具
が適切に装着されているかの確認（フィットテスト）が義務付けられます。（フード形、フェイスシールド形は対象外です。）

■ マスクの選定方法

表1 電動ファン付き呼吸用保護具
電動ファン付き呼吸用保護具の種類 指定防護係数

全面形面体
S級 PS3 又は PL3 1,000
A級 PS2 又は PL2 90
A級又は B級 PS1 又は PL1 19

半面形面体
S級 PS3 又は PL3 50
A級 PS2 又は PL2 33
A級又は B級 PS1 又は PL1 14

フード形又は
フェイスシールド形

S級
PS3 又は PL3

25
A級 20
S級又は A級 PS2 又は PL2 20
S級、A級又は B級 PS1 又は PL1 11

表2 防じんマスク
防じんマスクの種類 指定防護係数

取替え式

全面形面体
RS3 又は RL3 50
RS2 又は RL2 14
RS1 又は RL1 4

半面形面体
RS3 又は RL3 10
RS2 又は RL2 10
RS1 又は RL1 4

使い捨て式
DS3 又は DL3 10
DS2 又は DL2 10
DS1 又は DL1 4

■ 指定防護係数

表3 書面を添付する場合
電動ファン付き呼吸用保護具の種類 指定防護係数

フード形
S 級かつ PS3
又は PL3

1,000
半面形面体 300

フェイスシールド形 300

一部例外があり、製造者が表3の指定防護係数を上回ること
を明らかにする書面を、その呼吸用保護具に添付している
場合に、表3の指定防護係数を適用することができます。

サンプリングアダプターは、実際の作業では絶対に
使用しないでください。

測定器へ マスク内側へ

フィットテストには、サンプリングアダプター又はサン
プリングプローブを備える模擬面体の使用が必要です。
（             用は開発中です。）

■ サンプリングアダプター

①ろ過材（ケース、フィルタ）が破損しているもの
②ろ過材に油脂類が付着しているもの
③ひ素、クロム等の有害性が高い粉じん等に対して
　使用した ろ過材

水洗再生をお断りする場合について

溶接ヒュームを捕集したものに限ります。
お預かりできるもの

1回につき、100個以上とさせて頂きます。
お預かりする数量について

お客様
約1週間

リユース

② 消　　毒

③ 乾　　燥

④ 外観検査

⑤ 性能検査

⑥ 包　　装

① 水　　洗

水洗再生リターナブルシステム水洗再生回数
無制限！無制限！

■ フィットテストについて

フィットテストの方法 フィットテスト用サンプリングアダプター

JIS T 8150：2021「呼吸用保護具の選択、使用及び保守管理方法」
に定める方法、またはこれと同等の方法により、呼吸用保護具の
外側・内側それぞれの測定対象物質の濃度を測定し、
次の計算式により「フィットファクタ」を求めます。

フィットファクタ =
呼吸用保護具の外側の測定対象物質の濃度

呼吸用保護具の内側の測定対象物質の濃度

「フィットファクタ」が以下の「要求フィットファクタ」を上回って
いるかどうかを確認します。

STEP2

STEP1

S6、S6Lが取付けられます。

S6LS6

吸水
マット

S6

吸水
マット

S8

外付け吸水カバーCと吸水マットS11を
併用してください。S11+C

吸水
マット

吸水
マット

S2

フィルタガードフィットチェッカー
密着性の確認（シールチェック）に使用します。

吸水マット（10個入）
マスク内部や外部に付け、
マスク内に溜まった汗等の水分を吸収します。

E・NRK
接顔
　カバー

接顔カバー
接顔部のゴムかぶれを防ぎます。

接顔カバー
E（50枚入）

メリヤスカバー
NRK（10枚入）

S6LはS6の約3倍の長さ。

吸水カバー C
外付け

（1個入）

オプション

溶接スパッタや水滴の飛び込みを防止し、
フィルタを守ります。

#02869
C

フィルタ
ガード

#50582
X・T
フィルタ
ガード

#03118
V3

フィルタ
ガード

S11

手順1 フィットチェッカーのゴム管を指でつまんで、
塞ぎます。

手順2
軽く（ゆっくり）息を吸った時、顔と面体
との接顔部分から、空気が流入しない
ことを確認します。
（マスクが顔に吸い付く感じです。）

■密着性の確認方法（シールチェック）

フィルタ 2個
付きマスク

フィルタ1個
付きマスク

T2X2 G2G2・5X2・5 T2・5

1.「溶接ヒューム」が特定化学物質の第２類物質に追加。
2.「マンガン及びその化合物（塩基性酸化マンガンを除く。）」を「マンガン及びその化合物」に改め、

3.金属アーク溶接等作業を継続して行う屋内作業場で、新たな金属アーク溶接等作業の方法を採用又は変更
するとき、個人サンプリングによる空気中の溶接ヒューム濃度の測定を義務付け。
さらに、個人サンプリングの結果から有効な呼吸用保護具を使用させることを義務付け。

さらに、管理濃度を「マンガンとして0.05mg/㎥（吸入性粉じん）」に変更。

必要な措置の流れ（屋内作業場で金属アーク溶接等作業を継続して行う場合）

経過措置

⑤測定の結果に応じた呼吸用保護具の選定・使用

④ 溶接ヒューム（マンガン）の濃度の再測定

③ 換気装置の風量の増加 その他必要な措置
測定の結果がマンガンとして0.05 mg/m3以上のとき

① 全体換気の実施

② 溶接ヒューム(マンガン)の濃度を測定し、測定の結果に応じた
呼吸用保護具の選定・使用

左記以外の
場合

※溶接ヒュームの濃度がマンガンとして0.05 mg/m3を下回る場合。
もしくは、同一事業場の類似の溶接作業場において、濃度測定の結果に応じて十分に措置
内容を検討し、当該対象作業場においてその措置をあらかじめ実施している場合。

令和4年
3月31日まで

※

⑥ 1年以内ごとに1回、フィットテストの実施 令和5年
3月31日まで

継続して行う屋内作業場 
建築中の建物内部等で金属アーク溶接等作業を同じ
場所で繰り返し行わないものは含まれません。

屋内作業場 
次のいずれかに該当する作業場のことです。
・作業場の建屋の側面の半分以上にわたって壁、
羽目板、その他のしゃへい物が設けられている場所

・ガス、蒸気又は粉じんがその内部に滞留する
おそれがある場所

改正のポイント

金属アーク溶接等作業 
①金属をアーク溶接する作業
②アークを用いて金属を溶断し又はガウジングする作業
③その他の溶接ヒュームを製造し又は取り扱う作業
（燃焼ガス、レーザービーム等を熱源とする溶接、
溶断、ガウジングは含まれません。）

ろ過材

」02「）rFP（数係護防求要
を上回る指定防護係数を
有する呼吸用保護具を選定。

PFr＝ 1.0mg/㎥
＝200.05mg/㎥

マンガン濃度の測定値のうち
最大の値が1.0mg/㎥の場合

【例】

要求防護係数
（PFr） ＝

溶接ヒューム中のマンガン濃度の
測定値のうち最大の値（mg/㎥）

0.05 [マンガンに係るばく露の基準値]（mg/㎥）

要求防護係数の求め方

フィット

R18
フィット

R15

 呼吸用保護具の種類 要求フィットファクタ

 全面形面体を有するもの

 半面形面体を有するもの

アルミ蒸着品

#50580

#50584

NRK又はEが
取付けられます。

#50581

FTフィルタ#1
（プローブ付）

FTフィルタ#1
（プローブ無）

FTフィルタ#1
（プローブ付）

500

100

ろ過材は、水洗再生リターナブルシステム
により、再利用することができます。
性能が低下した ろ過材は、
　　　　 負担で新品の ろ過材と交換します。

溶接ヒュームについて、労働者に神経障害等の
健康障害を及ぼすおそれがあることが明らかに
なったことから、労働者へのばく露防止措置や
健康管理を推進するため、政令、省令等の改正
が行われました。（令和3年4月1日から施行、
一部に経過措置あり。）

溶接ヒューム（マンガン）から身を守るために

2021年10月現在

溶接作業用呼吸用保護具

2021.10.10B.ib/9ISO 14001の認証も取得しています。
（船引事業所を含む埼玉事業所）

本 社

札　幌
仙　台
熊　谷
東　京
千　葉
横　浜
上　越
名古屋

011（743）6001
022（235）7733
048（529）7566
03（3915）8081
043（301）3004
045（314）0921
025（545）4350
052（682）4798

大　阪
姫　路
倉 敷
広　島
新居浜
福　岡
長　崎

06（6953）8521
079（267）6788
086（450）2221
082（871）5510
0897（33）8666
092（431）1265
095（883）1713

〒114-0024 東京都北区西ケ原1-26-1
TEL 03（6903）7525（代表） 

●改良のため仕様の一部を予告なく変更することがあります。　●カタログと実際の製品の色とは、印刷の関係で多少異なる場合があります。

ISO 9001登録活動範囲：
本社（埼玉事業所、船引事業所、姫路製造部
含む）における、防じんマスク、防毒マスク、
電動ファン付き呼吸用保護具及び送気
マスクの設計・開発、製造及びサービス
提供（防じんマスク用ろ過材の水洗再生）

JMI-0196

溶接ヒュームの測定結果から「要求防護係数」を
求め、その値を上回る「指定防護係数」を有する
呼吸用保護具を選定します。
金属アーク溶接等作業を継続して行う屋内作業場以外での
溶接等作業は、性能区分RL2等以上のフィルタを取付けた
呼吸用保護具をお選びください。

令和5年4月1日から、面体を有する呼吸用保護具を使用させるとき、1年以内ごとに1回、定期的に、その呼吸用保護具
が適切に装着されているかの確認（フィットテスト）が義務付けられます。（フード形、フェイスシールド形は対象外です。）

■ マスクの選定方法

表1 電動ファン付き呼吸用保護具
電動ファン付き呼吸用保護具の種類 指定防護係数

全面形面体
S級 PS3 又は PL3 1,000
A級 PS2 又は PL2 90
A級又は B級 PS1 又は PL1 19

半面形面体
S級 PS3 又は PL3 50
A級 PS2 又は PL2 33
A級又は B級 PS1 又は PL1 14

フード形又は
フェイスシールド形

S級
PS3 又は PL3

25
A級 20
S級又は A級 PS2 又は PL2 20
S級、A級又は B級 PS1 又は PL1 11

表2 防じんマスク
防じんマスクの種類 指定防護係数

取替え式

全面形面体
RS3 又は RL3 50
RS2 又は RL2 14
RS1 又は RL1 4

半面形面体
RS3 又は RL3 10
RS2 又は RL2 10
RS1 又は RL1 4

使い捨て式
DS3 又は DL3 10
DS2 又は DL2 10
DS1 又は DL1 4

■ 指定防護係数

表3 書面を添付する場合
電動ファン付き呼吸用保護具の種類 指定防護係数

フード形
S 級かつ PS3
又は PL3

1,000
半面形面体 300

フェイスシールド形 300

一部例外があり、製造者が表3の指定防護係数を上回ること
を明らかにする書面を、その呼吸用保護具に添付している
場合に、表3の指定防護係数を適用することができます。

サンプリングアダプターは、実際の作業では絶対に
使用しないでください。

測定器へ マスク内側へ

フィットテストには、サンプリングアダプター又はサン
プリングプローブを備える模擬面体の使用が必要です。
（             用は開発中です。）

■ サンプリングアダプター

①ろ過材（ケース、フィルタ）が破損しているもの
②ろ過材に油脂類が付着しているもの
③ひ素、クロム等の有害性が高い粉じん等に対して
　使用した ろ過材

水洗再生をお断りする場合について

溶接ヒュームを捕集したものに限ります。
お預かりできるもの

1回につき、100個以上とさせて頂きます。
お預かりする数量について

お客様
約1週間

リユース

② 消　　毒

③ 乾　　燥

④ 外観検査

⑤ 性能検査

⑥ 包　　装

① 水　　洗

水洗再生リターナブルシステム水洗再生回数
無制限！無制限！

■ フィットテストについて

フィットテストの方法 フィットテスト用サンプリングアダプター

JIS T 8150：2021「呼吸用保護具の選択、使用及び保守管理方法」
に定める方法、またはこれと同等の方法により、呼吸用保護具の
外側・内側それぞれの測定対象物質の濃度を測定し、
次の計算式により「フィットファクタ」を求めます。

フィットファクタ =
呼吸用保護具の外側の測定対象物質の濃度

呼吸用保護具の内側の測定対象物質の濃度

「フィットファクタ」が以下の「要求フィットファクタ」を上回って
いるかどうかを確認します。

STEP2

STEP1

S6、S6Lが取付けられます。

S6LS6

吸水
マット

S6

吸水
マット

S8

外付け吸水カバーCと吸水マットS11を
併用してください。S11+C

吸水
マット

吸水
マット

S2

フィルタガードフィットチェッカー
密着性の確認（シールチェック）に使用します。

吸水マット（10個入）
マスク内部や外部に付け、
マスク内に溜まった汗等の水分を吸収します。

E・NRK
接顔
　カバー

接顔カバー
接顔部のゴムかぶれを防ぎます。

接顔カバー
E（50枚入）

メリヤスカバー
NRK（10枚入）

S6LはS6の約3倍の長さ。

吸水カバー C
外付け

（1個入）

オプション

溶接スパッタや水滴の飛び込みを防止し、
フィルタを守ります。

#02869
C

フィルタ
ガード

#50582
X・T
フィルタ
ガード

#03118
V3

フィルタ
ガード

S11

手順1 フィットチェッカーのゴム管を指でつまんで、
塞ぎます。

手順2
軽く（ゆっくり）息を吸った時、顔と面体
との接顔部分から、空気が流入しない
ことを確認します。
（マスクが顔に吸い付く感じです。）

■密着性の確認方法（シールチェック）

フィルタ 2個
付きマスク

フィルタ1個
付きマスク

T2X2 G2G2・5X2・5 T2・5

1.「溶接ヒューム」が特定化学物質の第２類物質に追加。
2.「マンガン及びその化合物（塩基性酸化マンガンを除く。）」を「マンガン及びその化合物」に改め、

3.金属アーク溶接等作業を継続して行う屋内作業場で、新たな金属アーク溶接等作業の方法を採用又は変更
するとき、個人サンプリングによる空気中の溶接ヒューム濃度の測定を義務付け。
さらに、個人サンプリングの結果から有効な呼吸用保護具を使用させることを義務付け。

さらに、管理濃度を「マンガンとして0.05mg/㎥（吸入性粉じん）」に変更。

必要な措置の流れ（屋内作業場で金属アーク溶接等作業を継続して行う場合）

経過措置

⑤測定の結果に応じた呼吸用保護具の選定・使用

④ 溶接ヒューム（マンガン）の濃度の再測定

③ 換気装置の風量の増加 その他必要な措置
測定の結果がマンガンとして0.05 mg/m3以上のとき

① 全体換気の実施

② 溶接ヒューム(マンガン)の濃度を測定し、測定の結果に応じた
呼吸用保護具の選定・使用

左記以外の
場合

※溶接ヒュームの濃度がマンガンとして0.05 mg/m3を下回る場合。
もしくは、同一事業場の類似の溶接作業場において、濃度測定の結果に応じて十分に措置
内容を検討し、当該対象作業場においてその措置をあらかじめ実施している場合。

令和4年
3月31日まで

※

⑥ 1年以内ごとに1回、フィットテストの実施 令和5年
3月31日まで

継続して行う屋内作業場 
建築中の建物内部等で金属アーク溶接等作業を同じ
場所で繰り返し行わないものは含まれません。

屋内作業場 
次のいずれかに該当する作業場のことです。
・作業場の建屋の側面の半分以上にわたって壁、
羽目板、その他のしゃへい物が設けられている場所

・ガス、蒸気又は粉じんがその内部に滞留する
おそれがある場所

改正のポイント

金属アーク溶接等作業 
①金属をアーク溶接する作業
②アークを用いて金属を溶断し又はガウジングする作業
③その他の溶接ヒュームを製造し又は取り扱う作業
（燃焼ガス、レーザービーム等を熱源とする溶接、
溶断、ガウジングは含まれません。）

ろ過材

」02「）rFP（数係護防求要
を上回る指定防護係数を
有する呼吸用保護具を選定。

PFr＝ 1.0mg/㎥
＝200.05mg/㎥

マンガン濃度の測定値のうち
最大の値が1.0mg/㎥の場合

【例】

要求防護係数
（PFr） ＝

溶接ヒューム中のマンガン濃度の
測定値のうち最大の値（mg/㎥）

0.05 [マンガンに係るばく露の基準値]（mg/㎥）

要求防護係数の求め方

フィット

R18
フィット

R15

 呼吸用保護具の種類 要求フィットファクタ

 全面形面体を有するもの

 半面形面体を有するもの

アルミ蒸着品

#50580

#50584

NRK又はEが
取付けられます。

#50581

FTフィルタ#1
（プローブ付）

FTフィルタ#1
（プローブ無）

FTフィルタ#1
（プローブ付）

500

100

ろ過材は、水洗再生リターナブルシステム
により、再利用することができます。
性能が低下した ろ過材は、
　　　　 負担で新品の ろ過材と交換します。

溶接ヒュームについて、労働者に神経障害等の
健康障害を及ぼすおそれがあることが明らかに
なったことから、労働者へのばく露防止措置や
健康管理を推進するため、政令、省令等の改正
が行われました。（令和3年4月1日から施行、
一部に経過措置あり。）



隔離式 電動ファン付き呼吸用保護具

BH-C1
送気管

#03553
送気管カバー

SH-S2
フェイスシールド

FU-07
ファンユニット

空気

W07
吸気口用押え枠

金属プレフィルタ
吸気口用W07

フィルタカバー
ファンユニットの付属品 FU-07

ファンユニット
BA-L4TK
バッテリー金属プレ

フィルタ

空気

伝声器

直結式 電動ファン付き呼吸用保護具

点滅

バッ
テリー残存量・

フィ

ルタ
交換時期をお知らせ

点灯
点滅

指定防護係数 14指定防護係数 33 指定防護係数 11

フィット

R15 X・T
フィルタ
ガード

フィルタX2使用時

フィルタT2使用時

フィルタX2・5使用時

区分 通常風量形／ PL1／B級
型式検定合格番号 第TP76号

Sy28RX2

フィット

R15 X・T
フィルタ
ガード

区分 通常風量形／ PL1／B級
型式検定合格番号 第TP75号

Sy28RT2

フィット

R15 X・T
フィルタ
ガード

区分 通常風量形／ PL2／A級
型式検定合格番号　第TP113号

Sy28RX2・5

フィット

R15 X・T
フィルタ
ガード

区分 通常風量形／ PL2／A級
型式検定合格番号　第TP114号

Sy28RT2・5

フィルタガード

フィルタ
T2

＃50582

伝声器

伝声器伝声器

区分 大風量形／ PL1／B級
型式検定合格番号 第TP37号

W07D2S2
区分 大風量形／ PL3／ S級
型式検定合格番号 第TP121号

W80E3-40G-01

C
フィルタ
ガード

S2
吸水
マット

フィット

R15

区分 大風量形／ PL2／A級
型式検定合格番号 第TP115号

Sy20G2・5

C
フィルタ
ガード

S2
吸水
マット

フィット

R15

区分 大風量形／ PL1／B級
型式検定合格番号 第TP25号

Sy20G2

指定防護係数 33

指定防護係数 14

Sy28R
本体

Sy28R
本体

フィルタガード
＃50582

フィルタ
X2

より安全に、より快適に。
呼吸連動形なので、呼吸に合わせて清浄空気を供給します。

一定流量形PAPRよりも、防じんマスクよりも、フィルタが長持ちします。

呼吸が楽

経済的

防じんマスクより

安全性が高い 面体がズレてもファンが作動
しているので粉じん等を吸入
するリスクを低減します。

安心

面体内圧を陽圧（正圧）に保持するため、安全性が高いです。

スリムデザイン

溶接面に接触しにくい
溶接面

指定防護係数　1,000 指定防護係数　300※

呼吸連動形
シンクロ

フィルタT2・5使用時

フィット

R18 V3
フィルタ
ガード

区分 大風量形／ PL3／ S級
型式検定合格番号　第TP111号

Syx099PV3-H-1 フィット

R18 V3
フィルタ
ガード

区分 大風量形／ PL3／ S級
型式検定合格番号　第TP18号

Sy11FV3

フィルタ
V3

本体
Sy11F

● 防じんマスク用フィルタの吸気抵抗
を測定し、交換時期を判別します。

● 交換基準の推奨値
フィルタ1個付きマスク：  50 Pa
フィルタ2個付きマスク：100 Pa

寸法：W280×H235×D183mm
質量：約5㎏

RメーターEX 
吸気抵抗測定機

半面形マスク　24個収納
寸法：W458×H1,360×D410mm

BM-120KC-T8
マスク保管庫

● 殺菌灯・除湿機能・ファン・タイマー付
● 12個収納のBM-60KC-T8もあります。
〔光葉スチール 製〕

指定防護係数　10

使い捨て式防じんマスク

フィ

ルタ
交換時期をお知らせ

点灯
点滅

フィ

ルタ
交換時期をお知らせ

点灯
点滅

　　　    は、Λ（ラムダ）
形になった保形テープが立体
構造をしっかりキープする
マスクの愛称。

※指定防護係数が「300」を
上回ることを明らかにする
内容を、製品に添付してい
ます。

伝声器

送気管
面体や送気管が
邪魔になりません。

溶接面
溶接面と併用可

吸気口が溶接作業者の背後になるので、溶接時に発生する
CO（一酸化炭素）を直接吸入しにくい構造です。
溶接作業者の顔の付近に比べ、吸入するCO（一酸化炭素）濃度の
低減を期待できます。

座った状態での下方の溶接作業では、CO（一酸化炭素）が股下を抜けて、
溶接作業者の背後に流れ、CO濃度が高くなる場合があります。
溶接の姿勢に注意することや、溶接作業者の背後を換気する等の対策を
してください。

関連製品

丸みのあるデザイン

●●溶接シールドの下には、シールドが付いています。溶接シールドの下には、シールドが付いています。

保護帽 型式検定合格番号
第TH4396号（飛来・落下）

フェイスシール
（交換可能）

空気

MH-40GW-1
フェイスシールド

BH-M4
送気管

感度調整
液晶プレート

1.5/10,000sec（23℃時）
反応速度

作業前：#4
溶接時：#9～13
　　　（5段階調整）

遮光度

0.4sec（固定）
戻り速度

約 W 96 × H 46.5 mm
視野範囲

太陽電池式
電　　池

遮光調整

一定流量形
ウインディ

フィルタガード
＃50582

フィルタ
T2・5

フィルタガード
＃50582

フィルタ
X2・5

※指定防護係数が「300」を
上回ることを明らかにする
内容を、製品に添付しています。

フィルタ
D2

フィルタ
E3

バッテリー
BA-L4TK

バッテリーホルダ
#20890

ファンユニット
FU-80

バッテリー
２個使用時

バッテリー
1個使用時

●遮光レンズは、
　付いていません。
●遮光レンズは、
　付いていません。

保護帽 型式検定合格番号
第TH3185号（飛来・落下）

SH-S2

フェイスシールド
（エアメット）MH-40GW-1

フェイスシールド

又は

バッテリー
BA-L4TK×2個

バッテリー
プラグ

FU-80
ファンユニット

#50586
フィルタガード

区分 DS2
型式検定合格番号　第TM657号

DD02-S2-2K

指定防護係数　300※

蜜柑色菜の花色

広視野
小型・軽量

白磁

吸水
マット

S8X・T
フィルタ
ガード

フィット

R15

と のフィルタX2、T2は共用できます。（TW01SCには、フィルタX2は取付けられません。）

取替え式防じんマスク

伝声器

フィット

R15
吸水
マット

S8X・T
フィルタ
ガード

写真はフィルタX2付写真はフィルタX2付

X2 T2
又は

写真はフィルタX2付写真はフィルタX2付

X2 T2
又は

烏羽色

瑠璃紺 雲母
るりこ ん きら

撫子色

茜色 雲母
あかねいろきら

密着性の確認（シールチェック）が、
簡単にできます。
密着性の確認（シールチェック）が、
簡単にできます。

フィットチェッカー一体型

吸水
マット

S6X・T
フィルタ
ガード

S11+C
吸水
マット

区分 RL2
TW01SC

区分 RL2
TW02S

区分 RL2
TW08S

指定防護係数 10

CH-L4KAA
充電器

■ W80、07シリーズ

空気

BH-B1
送気管

#03553
送気管カバー

［別売］

G2・5
フィルタ

#02869
フィルタガード

FU-185
ファンユニット

FP-20
面体

CH-L1
充電器

BAL-L1
バッテリー※

■ Sy28Rシリーズ

アルミ蒸着品
もあります。

■ Syx099、Sy11、Sy20シリーズ

※アルミ装着品は
　BAL-L1A

Sy28R
本体

Sy28R
本体

フィルタ
V3 本体

Syx099P-H-1

伝声器

拡声器

CH-L2HAA
充電器

BA-L2H
バッテリー

• Syx099
• Sy20シリーズ

BA-L2SUK
バッテリー

• Sy11シリーズ

MH-40GW-1付属品

伝声器

保護プレート
#20764 #20769

保護プレート液晶プレート
#20763

磁 T2

● 溶接作業時には、スパッタによる破損防止のため、フィルタガードを併用してください。
Sy28R及びSy20シリーズは本体付属品です。Syx099、Sy11、W80、       シリーズは別売です。

■写真はSy20G2・5



隔離式 電動ファン付き呼吸用保護具

BH-C1
送気管

#03553
送気管カバー

SH-S2
フェイスシールド

FU-07
ファンユニット

空気

W07
吸気口用押え枠

金属プレフィルタ
吸気口用W07

フィルタカバー
ファンユニットの付属品 FU-07

ファンユニット
BA-L4TK
バッテリー金属プレ

フィルタ

空気

伝声器

直結式 電動ファン付き呼吸用保護具

点滅

バッ
テリー残存量・

フィ

ルタ
交換時期をお知らせ

点灯
点滅

指定防護係数 14指定防護係数 33 指定防護係数 11

フィット

R15 X・T
フィルタ
ガード

フィルタX2使用時

フィルタT2使用時

フィルタX2・5使用時

区分 通常風量形／ PL1／B級
型式検定合格番号 第TP76号

Sy28RX2

フィット

R15 X・T
フィルタ
ガード

区分 通常風量形／ PL1／B級
型式検定合格番号 第TP75号

Sy28RT2

フィット

R15 X・T
フィルタ
ガード

区分 通常風量形／ PL2／A級
型式検定合格番号　第TP113号

Sy28RX2・5

フィット

R15 X・T
フィルタ
ガード

区分 通常風量形／ PL2／A級
型式検定合格番号　第TP114号

Sy28RT2・5

フィルタガード

フィルタ
T2

＃50582

伝声器

伝声器伝声器

区分 大風量形／ PL1／B級
型式検定合格番号 第TP37号

W07D2S2
区分 大風量形／ PL3／ S級
型式検定合格番号 第TP121号

W80E3-40G-01

C
フィルタ
ガード

S2
吸水
マット

フィット

R15

区分 大風量形／ PL2／A級
型式検定合格番号 第TP115号

Sy20G2・5

C
フィルタ
ガード

S2
吸水
マット

フィット

R15

区分 大風量形／ PL1／B級
型式検定合格番号 第TP25号

Sy20G2

指定防護係数 33

指定防護係数 14

Sy28R
本体

Sy28R
本体

フィルタガード
＃50582

フィルタ
X2

より安全に、より快適に。
呼吸連動形なので、呼吸に合わせて清浄空気を供給します。

一定流量形PAPRよりも、防じんマスクよりも、フィルタが長持ちします。

呼吸が楽

経済的

防じんマスクより

安全性が高い 面体がズレてもファンが作動
しているので粉じん等を吸入
するリスクを低減します。

安心

面体内圧を陽圧（正圧）に保持するため、安全性が高いです。

スリムデザイン

溶接面に接触しにくい
溶接面

指定防護係数　1,000 指定防護係数　300※

呼吸連動形
シンクロ

フィルタT2・5使用時

フィット

R18 V3
フィルタ
ガード

区分 大風量形／ PL3／ S級
型式検定合格番号　第TP111号

Syx099PV3-H-1 フィット

R18 V3
フィルタ
ガード

区分 大風量形／ PL3／ S級
型式検定合格番号　第TP18号

Sy11FV3

フィルタ
V3

本体
Sy11F

● 防じんマスク用フィルタの吸気抵抗
を測定し、交換時期を判別します。

● 交換基準の推奨値
フィルタ1個付きマスク：  50 Pa
フィルタ2個付きマスク：100 Pa

寸法：W280×H235×D183mm
質量：約5㎏

RメーターEX 
吸気抵抗測定機

半面形マスク　24個収納
寸法：W 458×H1,360×D410mm

BM-120KC-T8
マスク保管庫

● 殺菌灯・除湿機能・ファン・タイマー付
● 12個収納のBM-60KC-T8もあります。
〔光葉スチール 製〕

指定防護係数　10

使い捨て式防じんマスク

フィ

ルタ
交換時期をお知らせ

点灯
点滅

フィ

ルタ
交換時期をお知らせ

点灯
点滅

　　　    は、Λ（ラムダ）
形になった保形テープが立体
構造をしっかりキープする
マスクの愛称。

※指定防護係数が「300」を
上回ることを明らかにする
内容を、製品に添付してい
ます。

伝声器

送気管
面体や送気管が
邪魔になりません。

溶接面
溶接面と併用可

吸気口が溶接作業者の背後になるので、溶接時に発生する
CO（一酸化炭素）を直接吸入しにくい構造です。
溶接作業者の顔の付近に比べ、吸入するCO（一酸化炭素）濃度の
低減を期待できます。

座った状態での下方の溶接作業では、CO（一酸化炭素）が股下を抜けて、
溶接作業者の背後に流れ、CO濃度が高くなる場合があります。
溶接の姿勢に注意することや、溶接作業者の背後を換気する等の対策を
してください。

関連製品

丸みのあるデザイン

●●溶接シールドの下には、シールドが付いています。溶接シールドの下には、シールドが付いています。

保護帽 型式検定合格番号
第TH4396号（飛来・落下）

フェイスシール
（交換可能）

空気

MH-40GW-1
フェイスシールド

BH-M4
送気管

感度調整
液晶プレート

1.5/10,000sec（23℃時）
反応速度

作業前：#4
溶接時：#9～13
　　　（5段階調整）

遮光度

0.4sec（固定）
戻り速度

約 W 96 × H 46.5 mm
視野範囲

太陽電池式
電　　池

遮光調整

一定流量形
ウインディ

フィルタガード
＃50582

フィルタ
T2・5

フィルタガード
＃50582

フィルタ
X2・5

※指定防護係数が「300」を
上回ることを明らかにする
内容を、製品に添付しています。

フィルタ
D2

フィルタ
E3

バッテリー
BA-L4TK

バッテリーホルダ
#20890

ファンユニット
FU-80

バッテリー
２個使用時

バッテリー
1個使用時

●遮光レンズは、
　付いていません。
●遮光レンズは、
　付いていません。

保護帽 型式検定合格番号
第TH3185号（飛来・落下）

SH-S2

フェイスシールド
（エアメット）MH-40GW-1

フェイスシールド

又は

バッテリー
BA-L4TK×2個

バッテリー
プラグ

FU-80
ファンユニット

#50586
フィルタガード

区分 DS2
型式検定合格番号　第TM657号

DD02-S2-2K

指定防護係数　300※

蜜柑色菜の花色

広視野
小型・軽量

白磁

吸水
マット

S8X・T
フィルタ
ガード

フィット

R15

と のフィルタX2、T2は共用できます。（TW01SCには、フィルタX2は取付けられません。）

取替え式防じんマスク

伝声器

フィット

R15
吸水
マット

S8X・T
フィルタ
ガード

写真はフィルタX2付

X2 T2
又は

写真はフィルタX2付

X2 T2
又は

烏羽色

瑠璃紺 雲母
るりこ ん きら

撫子色

茜色 雲母
あかねいろきら

密着性の確認（シールチェック）が、
簡単にできます。
密着性の確認（シールチェック）が、
簡単にできます。

フィットチェッカー一体型

吸水
マット

S6X・T
フィルタ
ガード

S11+C
吸水
マット

区分 RL2
TW01SC

区分 RL2
TW02S

区分 RL2
TW08S

指定防護係数 10

CH-L4KAA
充電器

■ W80、07シリーズ

BH-B1
送気管

#03553
送気管カバー

［別売］

G2・5
フィルタ

#02869
フィルタガード

FU-185
ファンユニット

FP-20
面体

CH-L1
充電器

BAL-L1
バッテリー※

■ Sy28Rシリーズ

アルミ蒸着品
もあります。

■ Syx099、Sy11、Sy20シリーズ

※アルミ装着品は
　BAL-L1A

Sy28R
本体

Sy28R
本体

フィルタ
V3 本体

Syx099P-H-1

伝声器

拡声器
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充電器
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• Syx099
• Sy20シリーズ

BA-L2SUK
バッテリー

• Sy11シリーズ

MH-40GW-1付属品

伝声器

保護プレート
#20764 #20769

保護プレート液晶プレート
#20763

T2

● 溶接作業時には、スパッタによる破損防止のため、フィルタガードを併用してください。
Sy28R及びSy20シリーズは本体付属品です。Syx099、Sy11、W80、       シリーズは別売です。

■写真はSy20G2・5

溶接ヒューム（マンガン）から身を守るために

2021年10月現在

溶接作業用呼吸用保護具

2021.10.10B.ib/9ISO 14001の認証も取得しています。
（船引事業所を含む埼玉事業所）
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●改良のため仕様の一部を予告なく変更することがあります。　●カタログと実際の製品の色とは、印刷の関係で多少異なる場合があります。

ISO 9001登録活動範囲：
本社（埼玉事業所、船引事業所、姫路製造部
含む）における、防じんマスク、防毒マスク、
電動ファン付き呼吸用保護具及び送気
マスクの設計・開発、製造及びサービス
提供（防じんマスク用ろ過材の水洗再生）

JMI-0196

溶接ヒュームの測定結果から「要求防護係数」を
求め、その値を上回る「指定防護係数」を有する
呼吸用保護具を選定します。
金属アーク溶接等作業を継続して行う屋内作業場以外での
溶接等作業は、性能区分RL2等以上のフィルタを取付けた
呼吸用保護具をお選びください。

令和5年4月1日から、面体を有する呼吸用保護具を使用させるとき、1年以内ごとに1回、定期的に、その呼吸用保護具
が適切に装着されているかの確認（フィットテスト）が義務付けられます。（フード形、フェイスシールド形は対象外です。）

■ マスクの選定方法

表1 電動ファン付き呼吸用保護具
電動ファン付き呼吸用保護具の種類 指定防護係数

全面形面体
S級 PS3 又は PL3 1,000
A級 PS2 又は PL2 90
A級又は B級 PS1 又は PL1 19

半面形面体
S級 PS3 又は PL3 50
A級 PS2 又は PL2 33
A級又は B級 PS1 又は PL1 14

フード形又は
フェイスシールド形

S級
PS3 又は PL3

25
A級 20
S級又は A級 PS2 又は PL2 20
S級、A級又は B級 PS1 又は PL1 11

表2 防じんマスク
防じんマスクの種類 指定防護係数

取替え式

全面形面体
RS3 又は RL3 50
RS2 又は RL2 14
RS1 又は RL1 4

半面形面体
RS3 又は RL3 10
RS2 又は RL2 10
RS1 又は RL1 4

使い捨て式
DS3 又は DL3 10
DS2 又は DL2 10
DS1 又は DL1 4

■ 指定防護係数

表3 書面を添付する場合
電動ファン付き呼吸用保護具の種類 指定防護係数

フード形
S 級かつ PS3
又は PL3

1,000
半面形面体 300

フェイスシールド形 300

一部例外があり、製造者が表3の指定防護係数を上回ること
を明らかにする書面を、その呼吸用保護具に添付している
場合に、表3の指定防護係数を適用することができます。

サンプリングアダプターは、実際の作業では絶対に
使用しないでください。

測定器へ マスク内側へ

フィットテストには、サンプリングアダプター又はサン
プリングプローブを備える模擬面体の使用が必要です。
（             用は開発中です。）

■ サンプリングアダプター

①ろ過材（ケース、フィルタ）が破損しているもの
②ろ過材に油脂類が付着しているもの
③ひ素、クロム等の有害性が高い粉じん等に対して
　使用した ろ過材

水洗再生をお断りする場合について

溶接ヒュームを捕集したものに限ります。
お預かりできるもの

1回につき、100個以上とさせて頂きます。
お預かりする数量について

お客様
約1週間

リユース

② 消　　毒

③ 乾　　燥

④ 外観検査

⑤ 性能検査

⑥ 包　　装

① 水　　洗

水洗再生リターナブルシステム水洗再生回数
無制限！無制限！

■ フィットテストについて

フィットテストの方法 フィットテスト用サンプリングアダプター

JIS T 8150：2021「呼吸用保護具の選択、使用及び保守管理方法」
に定める方法、またはこれと同等の方法により、呼吸用保護具の
外側・内側それぞれの測定対象物質の濃度を測定し、
次の計算式により「フィットファクタ」を求めます。

フィットファクタ =
呼吸用保護具の外側の測定対象物質の濃度

呼吸用保護具の内側の測定対象物質の濃度

「フィットファクタ」が以下の「要求フィットファクタ」を上回って
いるかどうかを確認します。

STEP2

STEP1

S6、S6Lが取付けられます。

S6LS6

吸水
マット

S6

吸水
マット

S8

外付け吸水カバーCと吸水マットS11を
併用してください。S11+C

吸水
マット

吸水
マット

S2

フィルタガードフィットチェッカー
密着性の確認（シールチェック）に使用します。

吸水マット（10個入）
マスク内部や外部に付け、
マスク内に溜まった汗等の水分を吸収します。

E・NRK
接顔
　カバー

接顔カバー
接顔部のゴムかぶれを防ぎます。

接顔カバー
E（50枚入）

メリヤスカバー
NRK（10枚入）

S6LはS6の約3倍の長さ。

吸水カバー C
外付け

（1個入）

オプション

溶接スパッタや水滴の飛び込みを防止し、
フィルタを守ります。

#02869
C

フィルタ
ガード

#50582
X・T
フィルタ
ガード

#03118
V3

フィルタ
ガード

S11

手順1 フィットチェッカーのゴム管を指でつまんで、
塞ぎます。

手順2
軽く（ゆっくり）息を吸った時、顔と面体
との接顔部分から、空気が流入しない
ことを確認します。
（マスクが顔に吸い付く感じです。）

■密着性の確認方法（シールチェック）

フィルタ 2個
付きマスク

フィルタ1個
付きマスク

T2X2 G2G2・5X2・5 T2・5

1.「溶接ヒューム」が特定化学物質の第２類物質に追加。
2.「マンガン及びその化合物（塩基性酸化マンガンを除く。）」を「マンガン及びその化合物」に改め、

3.金属アーク溶接等作業を継続して行う屋内作業場で、新たな金属アーク溶接等作業の方法を採用又は変更
するとき、個人サンプリングによる空気中の溶接ヒューム濃度の測定を義務付け。
さらに、個人サンプリングの結果から有効な呼吸用保護具を使用させることを義務付け。

さらに、管理濃度を「マンガンとして0.05mg/㎥（吸入性粉じん）」に変更。

必要な措置の流れ（屋内作業場で金属アーク溶接等作業を継続して行う場合）

経過措置

⑤測定の結果に応じた呼吸用保護具の選定・使用

④ 溶接ヒューム（マンガン）の濃度の再測定

③ 換気装置の風量の増加 その他必要な措置
測定の結果がマンガンとして0.05 mg/m3以上のとき

① 全体換気の実施

② 溶接ヒューム(マンガン)の濃度を測定し、測定の結果に応じた
呼吸用保護具の選定・使用

左記以外の
場合

※溶接ヒュームの濃度がマンガンとして0.05 mg/m3を下回る場合。
もしくは、同一事業場の類似の溶接作業場において、濃度測定の結果に応じて十分に措置
内容を検討し、当該対象作業場においてその措置をあらかじめ実施している場合。

令和4年
3月31日まで

※

⑥ 1年以内ごとに1回、フィットテストの実施 令和5年
3月31日まで

継続して行う屋内作業場 
建築中の建物内部等で金属アーク溶接等作業を同じ
場所で繰り返し行わないものは含まれません。

屋内作業場 
次のいずれかに該当する作業場のことです。
・作業場の建屋の側面の半分以上にわたって壁、
羽目板、その他のしゃへい物が設けられている場所

・ガス、蒸気又は粉じんがその内部に滞留する
おそれがある場所

改正のポイント

金属アーク溶接等作業 
①金属をアーク溶接する作業
②アークを用いて金属を溶断し又はガウジングする作業
③その他の溶接ヒュームを製造し又は取り扱う作業
（燃焼ガス、レーザービーム等を熱源とする溶接、
溶断、ガウジングは含まれません。）

ろ過材

」02「）rFP（数係護防求要
を上回る指定防護係数を
有する呼吸用保護具を選定。

PFr＝ 1.0mg/㎥
＝200.05mg/㎥

マンガン濃度の測定値のうち
最大の値が1.0mg/㎥の場合

【例】

要求防護係数
（PFr） ＝

溶接ヒューム中のマンガン濃度の
測定値のうち最大の値（mg/㎥）

0.05 [マンガンに係るばく露の基準値]（mg/㎥）

要求防護係数の求め方

フィット

R18
フィット

R15

 呼吸用保護具の種類 要求フィットファクタ

 全面形面体を有するもの

 半面形面体を有するもの

アルミ蒸着品

#50580

#50584

NRK又はEが
取付けられます。

#50581

FTフィルタ#1
（プローブ付）

FTフィルタ#1
（プローブ無）

FTフィルタ#1
（プローブ付）

500

100

ろ過材は、水洗再生リターナブルシステム
により、再利用することができます。
性能が低下した ろ過材は、
　　　　 負担で新品の ろ過材と交換します。

溶接ヒュームについて、労働者に神経障害等の
健康障害を及ぼすおそれがあることが明らかに
なったことから、労働者へのばく露防止措置や
健康管理を推進するため、政令、省令等の改正
が行われました。（令和3年4月1日から施行、
一部に経過措置あり。）


